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第１章 現施設の現状と課題

１．施設概要 

北九州市立小池学園（以下、「小池学園」という。）は、児童福祉法に基づく、主とし

て知的障害児への日常生活の指導及び知識技能の付与を目的とした福祉型障害児入所施

設である。 

児童は、同じ敷地内にある小池特別支援学校のほか、地域の小学校や中学校の特別支援

学級などに通学している。  

[沿  革] 

昭和４６年１０月 開設 

   〃     開園 定員 ５０名 

昭和４７年 ４月 定員改定 １００名 

昭和６０年 ４月 定員改定  ６０名 

  ※開設当初から、現指定管理者である「社会福祉法人 北九州市福祉事業団」が運営して

いる。 

 [事業内容] 

・入所支援 

利用者一人ひとりのニーズに応じた個別支援計画を作成し、長期目標･短期目標に沿っ

て基本的生活習慣や家庭生活技能･社会生活技能等の形成･維持、不適切な行動の軽減等

の支援を行っている。 

サービス種別 施設 定員

障害児入所支援

（福祉型障害児入所施設）
入所棟 ６０名

・地域支援

地域で生活する障害児やその家族に対して、家庭生活に関する支援や相談等を行って

いる。

サービス種別 施設

短期入所 入所棟（空床利用）

日中一時支援
日帰りショート 入所棟

放課後対策 サービス棟

外来療育指導（外来相談） サービス棟及び管理棟
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Ｎ

[位置図] 

小池学園

小池特別支援学校

浅川中学校

産業医科大学

光貞小学校

北九州学術研究都市

北九州市立大学ひびきのキャンパス

九州工業大学若松キャンパス

早稲田大学大学院
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Ｎ

２．建物概要 

   所 在 地：北九州市若松区大字小敷５８３番地１

   敷地面積：４３，８７７㎡

（うち小池学園分 ２７，２６７㎡）

   用途地域：無指定（市街化調整区域）

   主要用途：福祉型障害児入所施設

   延床面積：２，３９８．７１㎡

         管 理 棟：３２０．９２㎡ 昭和４６年竣工

         入 所 棟：９６０．３８㎡ 昭和４６年竣工

         食   堂：６７５．１０㎡ 昭和５０年竣工

         サービス棟：４４２．３１㎡ 昭和４６年竣工

[配置図] 

入所棟

ｻｰﾋﾞｽ棟

管理棟

食堂

車両入口
小池学園分：27,267 ㎡

小池特別支援学校
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[平面図]
   管理棟

   入所棟

倉庫
１１．８８㎡

男子便所
１０．８０㎡

宿直室
１２．２４㎡

女子
便所

７．２０
㎡

保健室
１９．４４㎡

廊下　　　　幅員１．８ｍ

第二会議室
１６．２０㎡

廊下 廊下

男子更衣室

６．０８㎡

女子更衣室

６．０８㎡

幅員
1.8ｍ

幅員
1.8ｍ

園長室
１６．２０㎡

事務室
７２．９０㎡

回
廊

湯沸し室
９．７２㎡

玄関

中庭

相談室
９．７２㎡

第一会議室
３６．４５㎡

居室

１６．９２㎡

押入 押入 押入 押入

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

ホール

５２．５６㎡

便所

１９．１０㎡

廊下 幅員２．５ｍ

押入

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

押入 押入 押入押入

押入

幅員２．５ｍ廊下

洗面・洗濯室

１４．５５㎡

倉庫

１６．２０㎡

避難スロープ

便所

１７．８５㎡

居室

１６．２０㎡

プレイルーム

１６．２０㎡

玄関（裏）

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

浴室

１２．１４㎡

脱衣室

１０．７５㎡

ボイラ

ー室

3.74㎡

幅員２．５ｍ

（表）

ホール

５２．５６㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡ 玄関

押入

押入 押入 押入

便所

１９．１０㎡
押入 押入

廊下

洗面・洗濯室

１５．４７㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

職員室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

居室

１６．９２㎡

ホール

廊下

洗面・洗濯室

１４．５５㎡
便所

１７．８５㎡

倉庫

１６．２０㎡

押入

静養室

１６．２０㎡

職員室

１６．９２㎡

押入 押入

幅員２．５ｍ

居室

１６．９２㎡

押入

２階

１階
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サービス棟

食堂

第一食堂

事務室

５．８９㎡

厨房
１０７．７５㎡

３４２．２５㎡

便所

１．７１㎡

第二食堂

倉庫
２０．００㎡

食品庫
１０．００㎡

前室
７．６０㎡

休憩室

１０．３６㎡

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝﾎﾞﾝﾍﾞ置き
場　　6.0㎡

便所
2.2㎡

便所
1.44㎡

便所
1.44㎡

倉庫
４．５㎡

玄関 廊下　　　　　　　　幅員１．８ｍ
押
入 玄関

補修アイロン室
１８．２０㎡

裁縫室
１２．１２
㎡

幅員2.5
㎡

多目的和室
３２．４０㎡

浴室
１８．９０㎡

図書室
１７．００㎡

廊下
幅員１．８ｍ

玄
関

脱衣室
１７．４６㎡

浴室
脱衣室

(職員用)
7.65㎡

洗濯室
４６．１５㎡

小浴室
３．９６㎡

放課後対策事業
職員室
１８．００㎡

放課後対策事業指導室
８６．１㎡

放課後対策事業
指導室
２８．７㎡

便所
１１．５２
㎡

倉庫
９．７２㎡ 通

路
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３．入所児童の推移 

（１）年齢別

平成１０年度以降、幼児を受け入れており、幅広い年齢層の児童が入所している。

※１９歳以上について

  障害児入所施設の児童について、児童福祉法改正（平成２４年度）以前は、重度の障害の方で、引き

続き入所しなければ福祉を損なうと認められる場合は、１９歳以上であっても在所延長が認められてい

た。小池学園の１９歳以上の入所者は、平成１６年度に開所した市立門司障害者地域活動センターにお

いて受け入れが可能となった。

※各年度３月１日現在の人数

（２）障害の程度

    平成５年度では約８割が重度であったが、近年は発達障害を併せ持つ児童や虐待を受

けた児童などの増加により、軽度、正常域の入所が増加傾向にある。

 ※重度  療育手帳Ａ１・Ａ２の児童（知能指数：おおむね３５以下）

  中度  療育手帳Ｂ１の児童（知能指数：おおむね３６～５０）

  軽度  療育手帳Ｂ２の児童（知能指数：おおむね５１～７５）

  正常域 療育手帳なし（知能指数：おおむね７６以上）

※各年度３月１日現在の人数



7 

子どもの行動を原
因とする養育困難

25人

母子・父子家庭 27人
虐待〔身体的〕 15人

虐待〔ネグレクト〕 13人
就労 8人

母親疾病 5人
不登校 1人

母親拘留中 2人
96人

※重複あり

自閉症 19人
広汎性発達障害 4人

ダウン症 1人
注意欠陥・多動性障害 3人
筋ジストロフィー 1人
肢体不自由 1人

短腸症 1人
30人

※知的障害のみの場合あり

パニック 7人
破壊行為 8人
自傷 3人

反社会的 3人
けいれん発作 8人
こだわり行動 7人
他害行動 4人
摘便行為 1人

口腔機能の低下 1人
42人

※重複あり

パニック・他害・自傷 19人
入浴・トイレ・洗面 17人

心理的対応 10人
下校時の持ち物確認 4人

全介助 3人
外出時の所在確認 3人

行動把握 2人
食事 1人

59人

※重複あり

入所の理由

個別対応を要する児童数

知的障害との重複障害

行動の特性

自閉症

64%

広汎性

発達障害

14%

ダウン症

3%

注意欠陥・

多動性障害

10%

筋ジストロフィー

3%
肢体不自由

3%

短腸症

3%

子どもの行動を

原因とする養育

困難
26%

母子・父子家庭

28%
虐待〔身体的〕

16%

虐待

〔ネグレクト〕

14%

就労

8%

母親疾病

5%
不登校

1%
母親拘留中

2%

パニック

17%

破壊行為

19%

自傷

7%
反社会的

7%
けいれん発作

19%

こだわり行動

17%

他害行動

10%

摘便行為

2%
口腔機能

の低下

2%

パニック・他害・

自傷

32%

入浴・トイレ・

洗面

29%

心理的対応

17%

下校時の持ち

物確認

7%

全介助

5%

外出時の所在

確認

5%

行動把握

3%
食事

2%

４．入所児童の現状
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５．課題 

（１）施設面

１）施設全般

現施設は、昭和４６年及び昭和５０年に建築された旧耐震基準の建物であり、建築後

約４０年が経過し、建物の老朽化が著しい。特に給排水設備の不具合や雨漏り、外壁の

剥離等が常態化しており、毎年、可能な範囲で修繕工事を行っている。

２）居室

３人部屋を基本としているため、プライバシーの確保や、児童の個性、障害特性、ニ

ーズに配慮したサービスの提供に限界がある。

３）食堂

入所棟から食堂までの移動経路である渡り廊下については、屋根は設置されているが

壁等がないため、暴風時や冬季の移動に支障をきたしている。

４）浴室

入所棟の浴室は開設当初から１箇所しかないため、移動が大変な年少児（おおむね８

歳以下）の専用としている。このため、それ以外の児童は別棟であるサービス棟の浴室

に渡り廊下を利用して移動しており、湯冷めするなど健康上の問題が生じている。

（２）運営面

１）障害特性等の多様化

発達障害を併せ持つ児童や虐待を受けた児童など多様な特性を持つ児童の増加に伴

い、居室内（３人部屋）での児童間のトラブルも増加傾向にある。また、自分の思い通

りにならず興奮してパニックを起こす児童等と一緒に生活することにより、重度障害の

児童等が精神的に不安定になるなどの事案が発生している。

２）幅広い年齢層

幅広い年齢層の児童が同居しているため、幼児が体格のいい中高生等と衝突して怪我

をしたり、小中高生が幼児の泣き声や甲高い声に反応して不安定になるなどの事案が発

生している。

３）家庭経験の不足等

家庭生活の経験が乏しい児童や他人とのコミュニケーションに問題のある児童が増

加している。

４）短期入所などでの対応

    児童発達支援センター（ひまわり学園など）の児童が、小池学園の短期入所や日帰り
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ショートを利用する場合、児童の障害特性等の情報は、児童発達支援センターのスタッ

フではなく保護者から得ることがほとんどであるため、主観的であったり、偏りがある

ことも多く、適切な対応が難しい場合もある。
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第２章 全体計画

１．基本方針  

○家庭に近い生活環境と児童の特性に配慮したサービスの提供

   より家庭に近い生活環境を実現するため、ユニットケア方式を導入するとともに、児童

の個性や障害特性、ニーズに配慮したサービスを提供する。

○教育機関や福祉機関との連携による効果的な支援体制の構築

   隣接する小池特別支援学校や相談機関である発達障害者支援センター「つばさ」西部分

所との連携を促進していくとともに、児童発達支援センターの整備も想定することにより、

児童や保護者に対し、ライフステージに応じた切れ目のない一貫した支援が可能になる。

 ○家族を含めた地域支援機能の強化

   入所棟に短期入所専用床を設置するとともに、地域支援棟を新設し、その中に放課後等

デイサービス専用スペースや相談室を設置するなど、家族を含めた地域支援機能を強化す

る。

○地域に開かれた施設づくり

   地域交流スペースを新設し、児童と地域住民とのふれあいの場を設ける。また、非常災

害時には、地域の障害者が避難できる福祉避難所としての役割を担う。

２．部門 

（１）入所棟

１）管理部門

・事務等

・給食

２）入所部門【定員６５名、うち５名は短期入所】

・ユニットＡ１棟（男子）

・ユニットＡ２棟（女子）

・ユニットＢ１棟（重度男子）

・ユニットＢ２棟（重度女子・重度年少児）

  ・一般棟

（２）地域支援棟

 １）放課後等デイサービス部門【定員１５名】

  ・余暇支援

  ・療育支援

２）外来相談部門
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３．児童発達支援センターについて 

児童発達支援センターの機能を敷地内に整備することにより、併設している小池特別支

援学校や発達障害者支援センター「つばさ」西部分所との連携も図りながら、児童や保護

者に対し、ライフステージに応じた切れ目のない一貫した支援が可能になる。

児童発達支援センターの今後のニーズ等を勘案しながら、市立の児童発達支援センター

の移転も視野に、今後、検討を行う。

４．敷地内施設の連携 

小池学園の再整備に伴い、小池特別支援学校との連携を維持・拡充するとともに、敷

地内への整備を想定している児童発達支援センターとも新たに連携を図ることで、幼児期

から学齢期まで一貫した支援が可能となる。また、今後、市全体の発達障害への取り組み

を強化していく中で、発達障害者支援センター「つばさ」西部分所との連携も拡充してい

く。

＜連携策＞

（１）小池特別支援学校との連携

 〈現在〉

  ・児童の日常的な支援等に関し、小池学園と小池特別支援学校の職員間での情報交換やア

ドバイスの実施

  ・小池学園の放課後対策事業に参加する児童の情報交換

  ・小池特別支援学校職員による小池学園入所児童に対する放課後や休日での余暇指導

  ・体育館、プレイルーム、プール、駐車場など両施設の相互利用

〈再整備後に新たに想定される連携〉

  ・地域交流スペースの相互利用

・災害発生時における避難スペース及び備蓄品の相互利用

（２）児童発達支援センターを整備した場合に想定される連携

・児童発達支援センターの児童が、隣接する小池学園の短期入所・日帰りショートを利用

しやすくなる等、家族支援の充実

・児童発達支援センターの利用が終了し、小池学園（放課後等デイサービスや外来相談等）

の利用に移行する際、情報共有等による一貫した支援の実施

・地域交流スペースや敷地内広場、畑などの相互利用

・災害発生時における避難スペース及び備蓄品の相互利用

（３）発達障害者支援センター「つばさ」西部分所との連携

  ・児童や保護者に対する発達障害についての相談支援等
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第３章 部門別計画（入所棟） 

１．管理部門 

（１）事務等

 １）運営方針

    児童や利用者にとって、安全・安心な施設管理を図るとともに、職員が働きやすい職

場づくりを行う。

    また、災害等の発生に対して、迅速に対処できる機能を確保する。

２）主要な諸室及び配置等

① 事務室

・来訪者等に迅速に対応するため、玄関横に配置する。

・夜間警備員の待機スペースを確保する。

② 会議室・応接室

・来訪者の利用を想定し事務室に近接した配置とする。

③ 医務室兼静養室

・嘱託医による児童の健診等に必要なスペースを確保する。

④ カウンセリング室

・利用者と職員が面談できるスペースを確保する。

⑤ 洗濯室

・児童の衣類洗濯のため、業務用洗濯機及び乾燥機を設置する。

・衣類の補修や洗濯物をたたむスペースを確保する。

⑥ その他

 ・大規模地震時などの停電に対応するため、非常用電源装置を設置する。

（２）給食

 １）運営方針

万全な衛生管理の下、児童の心身の健全な発達に資する安全な食事を提供する。

   ・児童について、個別に栄養管理を行うとともに、体質や体調等に配慮した食事を提供

する。

・食材の適温管理及び賞味期限管理、食器・包丁等調理器具の消毒管理等を行う。

２）主要な諸室及び配置等

① 食堂

・児童全員が集まって食事会等ができるスペースを確保する。

・洗面設備及び汚物処理設備を設置する。

② 厨房

・食材等の搬入や各ユニットへの配膳の動線を考慮した配置とする。
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・栄養士室、調理担当スタッフ専用の休憩室兼更衣室を配置する。

・衛生面に配慮し、スタッフ専用のトイレを設置する。

２．入所部門（定員６５名、うち５名は短期入所）

（１）ユニットＡ１棟（男子専用：定員８名） 

ユニットＡ２棟（女子専用：定員８名） 

 １）運営方針 

   ① 家庭生活の経験に乏しい児童や、近い将来、家庭やグループホーム、一人暮らし等 

地域での生活が想定される中・軽度の知的障害の児童等を主な対象とする。 

② 児童一人ひとりの個性や障害特性に配慮し、個人の生活を重視した支援を行う。 

・児童本人や保護者のニーズに応じて個別支援計画を作成する。 

・将来の地域での生活を想定し、自立に向けた支援を行う。 

・各ユニットに担当職員を配置し、児童一人ひとりが職員と深く関われるよう配慮す 

る。 

     ・生活上の様々な課題等に対して、児童相互の話し合いにより解決できるよう支援を 

行う。 

 ２）主要な諸室及び配置等 

    Ａ１棟、Ａ２棟いずれも２階建てとし、２階の見通し確保のため、吹き抜けなどを設

ける。また、地域での生活を想定した諸室の配置等を行う。 

① 居室 

・全て個室とする。 

② 浴室 

・地域での生活を想定し、家庭用の浴室を配置する。 

③ 洗濯脱衣室 

・児童が各自で洗濯ができるよう、洗濯機等を設置する。 

④ キッチン 

・調理、料理の温め、配膳、片付け等ができる機能を設置する。 

⑤ リビング・ダイニング 

・食事及び団らんの場として配置する。 

⑥ 玄関 

・専用の玄関を配置する。 

⑦ 支援室 

・職員の常駐スペースとして、ユニット内の見通しがきく位置に配置する。 

（２）ユニットＢ１棟（重度男子専用：定員８名） 

ユニットＢ２棟（重度女子・重度年少児専用：定員８名） 

 １）運営方針 
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   ① 行動障害等の特性を有する重度知的障害の児童で、小規模でのケアが必要な児童を

主な対象とする。 

② 児童一人ひとりの個性や障害特性に配慮し、少人数の生活環境を提供する。 

   ・児童本人や保護者のニーズに応じて個別支援計画を作成する。 

    ・将来の家庭やグループホーム等地域での生活を想定し、自律（自分をコントロール

する）に向けた支援を行う。 

・各ユニットに担当職員を配置し、児童一人ひとりが職員と深く関われるよう配慮す 

る。 

２）主要な諸室及び配置等 

    Ｂ１棟は１階建て、Ｂ２棟は２階建ての１階部分（２階部分は一般棟）とする。また、

地域での生活を想定した諸室の配置等を行う。 

① 居室 

・全て個室とする。 

② 浴室 

・地域での生活を想定し、家庭用の浴室を配置する。 

・Ｂ２棟については、一般棟と兼用とする。 

③ 洗濯脱衣室 

・児童が各自で洗濯ができるよう、洗濯機等を設置する。 

・Ｂ２棟については、一般棟と兼用とする。 

④ キッチン 

・料理の温め、配膳、片付け等ができる機能を設置する。 

⑤ リビング・ダイニング 

・食事及び団らんの場として配置する。 

⑥ 遊戯室 

・少人数が安全に遊ぶことができる空間として配置し、遊具を設置する。 

⑦ 指導室 

・個別的な支援を行うほか、児童が興奮時に落ち着ける場所として配置する。 

⑧ 玄関 

・専用の玄関を配置する。 

⑨ 支援室 

・職員の常駐スペースとして、ユニット内の見通しがきく位置に配置する。 

（３）一般棟（定員３３名、うち５名は短期入所） 

 １）運営方針 

① ユニットＡ１棟、Ａ２棟、Ｂ１棟、Ｂ２棟への適性を見るため、原則、最初は一般 

棟に入所し、各ユニットの対象とならなかった児童を対象とする。 

・１０名程度を一つの生活単位で構成し、静かで安心できる生活環境を提供する。 
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・障害の程度や年齢にかかわらず児童間の交流を大切にし、他者に対する意識を醸成 

する。 

② 児童一人ひとりの個性や障害特性、ニーズに配慮した支援を行う。 

    ・児童本人や保護者のニーズに応じて個別支援計画を作成する。 

    ・職員を各階に配置し、個別支援計画に基づいて、将来の自立に向けた支援を行う。 

    ・居室は個室と２人室を基本とし、児童の人権とプライバシーに配慮する。 

   ③ 児童の自立に向けた職業訓練や自活訓練を行う。 

    ・屋内での軽作業を通した作業訓練や職業前訓練、社会生活訓練等を行う。 

    ・地域での生活に向けて家庭や社会等で必要となる技能訓練等を行う。 

   ④ 地域で生活する障害児やその家族への支援を行う。 

    ・短期入所の専用床を５床設置するとともに、日帰りショートを実施する。 

２）主要な諸室及び配置等 

    １階（定員１２名、うち２名は短期入所）、２階（定員２１名、うち３名は短期入所）

は性別や年齢によって児童を分ける。また、諸室の配置にあたっては、夜間を含めた児

童の安全確保及び職員動線を考慮して行う。 

① 居室 

・児童の特性やニーズに柔軟に対応するため、個室又は２人室を選択できるように配 

置する。 

② 浴室 

・各階に１箇所設置し、共同で使用する。 

・脱衣室を隣に配置する。 

③ 洗濯室 

・児童の洗濯指導のほか、指導職員の業務用として配置する。 

④ キッチン 

・児童と一緒に料理や片付けができるよう各階に配置する。 

⑤ リビング 

・団らんの場として各階に配置する。 

⑥ 玄関 

・専用の玄関を配置する。 

⑦ 支援室 

・職員の常駐スペースとして、見通しがきく位置に配置する。 

⑧ 学習・プレイルーム 

・幼児保育や就学児童学習ができるよう配置する。 

⑨ スタッフ室 

・職員が事務作業や打ち合わせを行うとともに、休憩室としても使用する。 

⑩ スヌーズレン室 

   ・重度児童を中心に、光や音、匂いなどの感覚を通した遊びやリラクゼーション活動
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ができるよう配置する。 

⑪ 職業訓練室 

    ・高等部卒業後の就労に向けた職業前訓練や軽作業等を行う場所として配置する。 

・年長の重度障害の児童が作業や活動等を一人で行うことができるよう配置する。 

⑫ 相談室 

・入所に向けた相談や面談を行うとともに、児童の個別指導ができるよう配置する。 

⑬ 自活訓練室 

・実際に地域で生活することを想定し、リビング、キッチン、脱衣所、浴室、トイレ、 

居室（２室）を配置する。 

⑭ その他 

・児童が興奮時に落ち着ける場所（カームダウンルーム）を設け、児童の安全及び静 

穏な環境を確保する。 

・児童の状態や社会情勢の変化に応じて、将来的に小規模グループケアにも対応でき 

るよう諸室の配置等を行う。 


